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那 須 看 護 専 門 学 校

☎0287-67-1570
☎0287-62-3311
☎0287-67-1577
☎0287-67-1188

～病院理念～
1. 博愛と信頼
2. 地域と共に
3. 高度な医療

～患者憲章～
患者さまには、以下の権利と義務があります。
1. 思いやりのある医療を平等に受ける権利
2. 一人一人に最適な医療を受ける権利
3. 病状・治療の充分な説明を受ける権利
4. 他の医師や医療機関に相談する権利
5. 治療方針をみずから決定する権利
6. 個人情報や診療の秘密が守られる権利
7. 診療環境の秩序を守る義務

～基本方針～
1. 「いつでも」「どこでも」「だれでも」をモットーに、救
急医療から在宅医療まで、包括的な医療サービス
を提供します。
2. 近隣の医療保健施設と連携し、地域の医療レベ
ルの向上、人々の健康の増進に貢献します。
3. 常に医療技術の研鑽に努めるとともに、人間性を
高め、高度で人間味のあるチーム医療を展開しま
す。
4. 施設と設備の整備に努め、安全で効率的な診療
環境をつくります。
5. 健全で透明性の高い経営に努め、活力に満ちた
病院機能を維持します。
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那須看護専門学校

学
校
長
　
上
川
　
雄
一
郎

　

那
須
看
護
専
門
学
校
は
、「
好
奇
心
」、「
行

動
力
」、「
忍
耐
力
」
と
い
う
三
つ
の
力
を
学

習
の
基
盤
と
し
て
、
３
年
間
の
教
育
課
程
の

中
で
、『
博
愛
の
心
』、『
臨
床
現
場
で
実
践

で
き
る
知
識
・
技
能
』、『
正
確
な
情
報
交
換

力
』
と
い
う
三
つ
の
能
力
を
磨
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
プ
ロ
意
識
が
高
く
、
地
域
定
着
率

の
高
い
看
護
師
を
育
成
す
る
こ
と
を
教
育
理

念
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。
二
十
一
世
紀
の

医
療
現
場
で
は
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
医

療
（Evidence-based M

edicine:

E
B
M
）

と
と
も
に
患
者
個
人
の
物
語
に
基
づ
く
医
療

（N
arrative-based M

edicine:

N
B
M
）

が
車
の
両
輪
と
な
っ
て
全
人
的
な
医
療
・
看

護
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
看
護
学
生
に
は
、
論
理
的
思
考
力
と
と

も
に
情
報
収
集
・
分
析
力
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

医
師
以
上
に
患
者
様
と
直
接
、
接
す
る
機
会

の
多
い
看
護
師
は
、
患
者
様
の
発
す
る
す
べ

て
の
情
報
を
も
れ
な
く
受
け
止
め
、
医
療
・

看
護
に
必
要
な
情
報
を
取
捨
選
択
し
て
優
先

順
位
を
つ
け
、
医
療
チ
ー
ム
全
体
に
伝
達
し
、

共
有
す
る
と
い
う
重
要
な
仕
事
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
不
断
の
努
力
が
必
要

で
す
。
那
須
看
護
専
門
学
校
で
は
、
医
療
・

看
護
に
強
い
好
奇
心
を
も
ち
、
自
ら
行
動
す

る
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
が
あ
り
、
ど
ん

な
困
難
に
も
あ
き
ら
め
ず
に
挑
戦
し
続
け
る

姿
勢
を
崩
さ
な
い
学
生
の
入
学
を
待
っ
て
い

ま
す
。
高
齢
化
社
会
に
突
き
進
む
日
本
で
は
、

今
後
ま
す
ま
す
看
護
師
の
活
躍
す
る
場
が
増

え
て
き
ま
す
。
意
欲
と
行
動
力
が
あ
れ
ば
ど

ん
な
未
来
で
も
自
分
で
描
き
出
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
や
り
が
い
と
生
き
が
い
を
両
立
で

き
る
看
護
師
と
い
う
職
業
に
誇
り
を
持
っ
て

参
加
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

平成24年度　第一回生　入学式

平成24年4月8日に、那須看護専門学校学生ホールにて、第一回生42
名及び保護者・来賓・教職員合わせて約120名が参加し、那須看護専
門学校 第一回生の入学式を無事執り行うことができました。

日々の学習の様子
入学して3ヶ月、学校生活にも慣れ、学内に活気あふれる声
が響くようになりました。人体の構造と機能など基礎となる
科目を学習しながら、専門である看護学の学習にも取り組
み、実習室での技術練習にも熱が入ってきました。第一回生
としての成長が楽しみです。

学校情報
医療専門課程：看護学科
修 業 年 限：３年
定　　　　員：40名（男女共学・年齢制限なし）
入 学 資 格：高等学校卒業もしくは同等以上の
　　　　　　　学力が認められた者
取得可能資格：専門士（医療専門課程）の称号取得、

看護師国家試験受験資格
　　　　　　　保健・助産師学校受験資格・大学編

入学の受験資格

平成25年度の入学試験を下記の日程で実施いたします。

平成25年度　学生募集

※学校案内・学生募集要項等の配布を開始しております。下記までお問い合わせ下さい。

下記の日程にて、オープンキャンパスを実施いたします。
本校の入学を希望される方はぜひご参加下さい。

☆第一回：７月31日（火）
☆第二回：８月８日（水）
☆第三回：８月23日（木）

〒329-3135　
栃木県那須塩原市前弥六54-1
ＴＥＬ（0287）67-1188
ＦＡＸ（0287）67-2280
ＵＲＬ　http://www.hakuai.ac.jp

※全日程とも、　　受付 9：30～
　　　　　　　　 オープンキャンパス 10：00～ 12：00

平成25年度
那須看護専門学校　オープンキャンパス お問い合わせ

推薦
入学試験

入試区分

社会人
入学試験

一般
入学試験

小論文試験
面接試験

試験内容

適性試験
面接試験

学科目試験
　○国語総合
　○数学ⅠＡ
　○英語Ⅰ
面接試験

Ｈ24年
　10月10日㈬

試 験 日

Ｈ24年
　11月14日㈬

Ｈ25年
　１月23日㈬

Ｈ24年
　10月１日㈪～５日㈮

願 書 受 付

Ｈ24年
　11月１日㈭～９日㈮

Ｈ24年12月20日㈭
　～Ｈ25年１月16日㈬

Ｈ24年
　10月17日㈬

合格発表

Ｈ24年
　11月21日㈬

Ｈ25年
　１月30日㈬

Ｈ24年
　10月18日㈭～24日㈬

入学手続き

Ｈ24年
　11月22日㈭～28日㈬

Ｈ25年１月31日㈭
　～Ｈ25年２月６日㈬

社会医療法人博愛会　

那須看護専門学校

福田先生

健康増進
　　公開講座
健康増進
　　公開講座

日時：平成24年10月20日㈯

入場無
料

テーマ：「呼吸器について」
講師
獨協医科大学　呼吸器・アレルギー内科

主任教授　　福田　健 先生

社会医療法人博愛会　菅間記念病院

呼吸器内科科長　美濃口健治 先生
会場：那須塩原市黒磯文化会館

　　　小ホール

開場 13:30　開演 14:00
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新任医師紹介 新しく、当院に着任致しました
宜しくおねがいします。

勝村　早恵 先生

診療科
　歯科口腔外科

診療日：月・火・木・金・土

抱　負：患者様の気持ちを汲み取
って、患者様に積極的に
治療に臨んで頂ける様に
頑張ります。

　　　　宜しくお願い致します。

黒崎　史果 先生

診療科
　訪問診療

診療日：月～木、金（午前）

抱　負：産休から復帰しました。癌
や高齢者の在宅療養のお
手伝いから自宅でのお看
取りまで一人一人にあった
医療を提供いたします。

武田　敏江 先生

診療科
　内科

診療日：月・火・水・木・金（午前）
　　　　月・火・金（午後）
抱　負：自然環境に恵まれ、人の

心も穏やかな那須の地
で、皆様の心と体の健康
を増進していくお手伝い
ができたら幸いです。

　

今
年
の
４
月
よ
り
当
院
呼
吸
器
内
科
科
長
と
し
て

診
療
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
美
濃
口
と
申

し
ま
す
。
現
在
ま
で
昭
和
大
学
病
院
、
国
立
病
院
機

構
相
模
原
病
院
に
勤
務
し
、
幅
広
く
呼
吸
器
と
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
の
診
療
と
臨
床
研
究
を
行
っ
て
参
り
ま

し
た
。
今
後
は
那
須
塩
原
に
お
い
て
地
域
医
療
に
貢

献
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

呼
吸
器
疾
患
を
疑
う
症
状
と
病
気
に
つ
い
て
説
明

い
た
し
ま
す
。
臨
床
症
状
は
咳
、
痰
（
血
痰
）、
呼

吸
困
難
、
喘
鳴
、
胸
痛
な
ど
が
主
な
症
状
で
す
。
病

気
は
多
彩
で
、
呼
吸
器
感
染
症
、
閉
塞
性
肺
疾
患
、

び
ま
ん
性
肺
疾
患
、
免
疫
・
ア
レ
ル
ギ
ー
性
肺
疾
患
、

全
身
性
疾
患
に
伴
う
肺
疾
患
、
肺
循
環
障
害
、
呼
吸

中
枢
の
疾
患
、
腫
瘍
性
疾
患
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
特

に
近
年
多
い
疾
患
は
、
肺
癌
、
肺
炎
、
肺
気
腫
、
気

管
支
喘
息
、
間
質
性
肺
炎
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

で
す
。

　

肺
癌
の
初
期
は
自
覚
症
状
が
な
く
、
健
康
診
断
の

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
で
異
常
陰
影
と
し
て
発
見
さ

れ
ま
す
。
病
気
が
進
行
す
る
と
、
咳
、
血
痰
、
呼
吸

困
難
な
ど
の
自
覚
症
状
が
出
て
き
ま
す
。
診
断
に
は

気
管
支
内
視
鏡
検
査
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
近
年
治

療
が
進
歩
し
ま
し
た
が
、
抗
癌
剤
で
治
癒
す
る
症
例

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
予
後
の
悪
い
病
気
で
す
。
呼
吸

器
感
染
症
の
中
で
は
、
特
に
高
齢
者
で
は
誤
嚥
性
肺

炎
が
多
い
で
す
。
ま
た
、
肺
結
核
も
患
者
数
は
多
く

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
近
年
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
多

新
人
看
護
職
員
教
育
（
ピ
ー
コ
ッ
ク
ナ
ー
ス
教
育
）

　

看
護
部
で
は
新
人
看
護
師
の
離
職

率
の
減
少
、
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ッ

ク
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
昨
年
度
よ

り
新
人
看
護
職
員
教
育
を
病
院
全
体

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
４
名
の
新
し
い
仲

間
が
加
わ
り
、先
輩
看
護
師
や
医
師
、

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
な
ど
多
職
種
の

方
々
の
協
力
の
下
、
研
修
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

入
職
し
て
す
ぐ
の
４
月
に
は
集
合

教
育
で
、
移
動
方
法
、
食
事
介
助
、

採
血
の
仕
方
や
電
子
カ
ル
テ
の
取
り

扱
い
、
輸
液
ポ
ン
プ
の
取
り
扱
い
、

記
録
の
仕
方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
看

護
技
術
を
習
得
し
ま
す
。そ
の
後
は
、

各
病
棟
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
薬
剤

科
や
医
事
課
、
栄
養
科
な
ど
直
接
現

場
で
教
育
を
受
け
る
院
内
留
学
（
院

内
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修
）
を
実
施

し
、
多
方
面
か
ら
の
学
び
を
深
め
て

い
ま
す
。

　

ま
た
博
愛
会
関
連
施
設
見
学
も
実

私達と一緒に働いてみませんか？私達と一緒に働いてみませんか？私達と一緒に働いてみませんか？
菅間記念病院では看護師を募集しています！

24時間院内保育所完備！！

院内にあるから安心して働けます！

日勤のみでもOK！

待遇も前歴加算あり！

子供が大きくなったから
ちょっともう一度ナース
として働いてみようか
な？という方いません
か？
ブランクがあっても大丈
夫！
当病院は子供がいるママ
さんナースの割合がとて
も多いので働きやすい環
境です！！
一度、見学にきてみませ
んか？

当院では、栃木県病院厚生年金基金に

加入しており、国の年金よりも多い年

金を生涯受け取ることができます！

また退職時に脱退一時金として退職金

とは別に受け取ることができます。

厚生年金基金の掛け金はすべて事業主

が負担致します！
お問い合わせ
☎0287-62-0733　看護部まで

美
濃
口 

健
治 

先
生

呼
吸
器
内
科
科
長

診
療
日
／
月
・
金
曜
〈
午
前
〉
・
木
曜
〈
午
後
〉

く
の
抗
生
剤
が
開
発
さ
れ
て
お
り
、
難
治
性
の
細
菌

感
染
症
も
制
御
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
閉
塞

性
肺
疾
患
に
は
気
管
支
喘
息
や
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

（
肺
気
腫
）
が
あ
り
ま
す
。
ア
ト
ピ
ー
素
因
を
有
す

る
人
が
増
え
た
た
め
、
気
管
支
喘
息
・
ア
レ
ル
ギ
ー

性
鼻
炎
・
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
・
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
・

薬
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
患
者
数
も
増
加
し
ま
し
た
。
特

に
安
静
時
に
呼
吸
が
苦
し
く
、
ゼ
ー
ゼ
ー
・
ヒ
ュ
ー

ヒ
ュ
ー
言
う
呼
吸
が
あ
れ
ば
喘
息
の
可
能
性
が
高
い

で
す
。
逆
に
労
作
時
に
呼
吸
が
苦
し
く
息
切
れ
が
あ

れ
ば
、
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
（
肺
気
腫
）
に
可
能
性

が
高
い
で
す
。
治
療
は
、
吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
や
気

管
支
拡
張
薬
が
主
流
と
な
り
、
症
状
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
は
良
好
に
な
り
ま
し
た
。
び
ま
ん
性
肺
疾
患
の
中

で
は
、
間
質
性
肺
炎
の
患
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ

の
病
気
は
肺
が
蜂
の
巣
の
よ
う
に
硬
く
縮
ん
で
小
さ

く
な
る
病
気
で
、
良
性
疾
患
で
す
が
肺
癌
の
次
に
予

後
の
悪
い
呼
吸
器
疾
患
で
す
。
咳
や
呼
吸
困
難
が
主

な
症
状
で
す
。
呼
吸
中
枢
の
疾
患
と
し
て
は
睡
眠
時

無
呼
吸
症
候
群
が
増
え
て
い
ま
す
。
夜
間
睡
眠
中
の

い
び
き
と
無
呼
吸
、
日
中
の
眠
気
や
居
眠
り
が
特
徴

で
す
。
特
に
運
転
中
の
居
眠
り
は
交
通
事
故
に
繋
が

り
、
社
会
的
問
題
と
し
て
重
要
な
病
気
で
す
。
治
療

は
持
続
的
陽
圧
式
呼
吸
器（CPA

P

）で
治
療
し
ま
す
。

　

以
上
、
主
な
呼
吸
器
疾
患
の
症
状
と
病
気
に
つ
い

て
説
明
い
た
し
ま
し
た
。
も
し
も
、
咳
、
痰
（
血
痰
）、

呼
吸
困
難
、
喘
鳴
、
胸
痛
な
ど
の
症
状
で
お
困
り
で

し
た
ら
、
呼
吸
器
科
を
受
診
し
て
下
さ
い
。
的
確
な

診
断
と
最
新
の
治
療
を
提
供
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

施
し
ま
し
た
。
実
際
に
当
病
院
か
ら

最
寄
り
の
黒
磯
駅
ま
で
徒
歩
で
移
動

し
、
電
車
に
乗
り
、
新
設
の
那
須
看

護
専
門
学
校
を
見
学
し
ま
し
た
。
自

分
達
の
後
輩
と
な
る
学
生
の
学
習
環

境
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
後
は
ナ
ス
パ
で
体
を
動
か
し
汗
を

流
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
を
通
し
て
患
者
様
の
気
持
ち
を
理

解
す
る
体
験
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
新
人
看
護
職
員
教
育
で
は
、

知
識
、
技
術
の
向
上
を
目
的
に
、
年

間
を
通
し
て
新
人
の
成
長
レ
ベ
ル
に

見
合
う
教
育
が
企
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
学
習
の
み
で
は
な
く
、
ス
ポ
ー

ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
予
定
さ
れ

て
お
り
、「
自
己
成
長
で
き
る
、
主

体
的
に
学
べ
る
」
を
目
指
し
働
き
続

け
る
こ
と
の
出
来
る
新
人
育
成
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
皆
で
育
て
よ

う
！！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
チ
ー
ム
一
丸

と
な
っ
て
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

東北大学医学部臨床教授に就任！！東北大学医学部臨床教授に就任！！
菅間記念病院鈴木正徳院長が、これまでの臨床経験や研究成果が認
められ「東北大学医学部臨床教授（外科　肝・胆・膵外科担当）」の
称号を付与されました。
臨床と教育現場の架け橋として、菅間記念病院及び東北大学の発展に
貢献し、「高度な医療」を提供できるよう益々の活躍を願います。
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ただいま体力測定中

スポーツ輪投げに挑戦

市区町村の窓口

訪問調査員

認定調査 主治医による意見書

介護認定審査会による判定

要 介 護 認 定

通　　　知

介護予防プラン

要支援１、２

ケアプラン

要介護１～ 5

利用者

短期入院協力病院について

菅間記念病院は、国土交通省の指定を受け、交通事故により重度後遺障害を負われて、

在宅療養生活を送られている方々を積極的に受け入れる病院となっております。医師を

はじめ経験豊富な医療スタッフがお手伝いいたします。お気軽にお問い合わせください。

（☎0287ー 62－1567） 

皆様いかがお過ごしでしょうか？

ウェルネスＮＡＳＰＡでは5月27日に4周年を記念した感謝イベントを行いました。

体力測定を行ったり、手打蕎麦を食べて頂いたりなど参加者の皆様に大変楽しんでい

ただきました。

ＮＡＳＰＡではどなた様でも楽しく運動していただけるようなプログラムをたくさん

ご用意しております。はじめての方はまずは無料体験もできますので是非一度ご来館

下さい。心よりお待ちしております。

在宅総合ケアセンター2階に事務所があり、現在介護支援専門員3名で勤務しております。

さて、介護保険が施行され 12 年が経過しましたが、介護保険についてはあまり御存じでな

い方も多いかと思います。そこで介護保険サービスを利用する際の手続きについて簡単に

ご説明いたします。

○65歳以上の方（１号被保険者）
寝たきりや認知症などで常に介護が必要な状態（要介護

状態）や、常時の介護までは必要ないが身支度など日常

生活に支援が必要な状態（要支援状態）になった場合に

サービスが受けられます。

○40歳から64歳までの医療保険に加入している方
　（2号被保険者）
初老期の認知症、脳血管疾患など老化が原因とされる病

気（特定疾病）により要介護状態になった場合にサービ

スが受けられます。

那須医療ＮＥＴ（ID-LINK）がスタートしました！

那須医療ＮＥＴ ［菅間記念病院 地域医療連携システム］

このシステムは患者様のお薬や検査の情報などを、当院を中心に連携病院やクリニッ
クと共有します。検査の重複をなくすなど、患者様のご負担を軽減し、複数医療機関を
受診しても一貫した、安全で効率の良い医療をご提供します。
詳しくは地域医療連携室へ！〔☎ 0287-62-1567〕
　＊ご同意を頂いた方のみ、情報共有いたします。
　＊本システムの利用について、患者様の費用負担はありません。

転倒は寝たきりの原因のひとつ

としてあげられます。転倒による

ケガを防ぎ、笑顔の絶えない日々

を送るために日頃から運動を行

っていきましょう。今回はつまず

き予防とバランス向上運動を紹

介します。

※調子の悪い日や痛みが出る時は無理を
しないで休みましょう。
　無理せず続けることが大切です。

転倒予防体操転倒予防体操
つま先上げ運動かかと上げ運動

  

かかとをしっか
りとつけ、つま先
を上げます。

膝を伸ばした
状態で、かかと
を上げます。

ウェルネスＮＡＳＰＡよりウェルネスＮＡＳＰＡより

那須塩原クリニック・健康増進センターでは、会社の定期
健康診断、入職時の健康診断をはじめ、那須塩原市・協会
けんぽ・健康保険組合の特定健診、那須塩原市の「がん健診」
など各種健康診断を実施しております。
小規模事業所から大規模事業所までニーズに合わせての実
施が可能です。
まずは、お電話下さい　電話０２８７－６７－１５７０

企業健診 特定健診 がん健診など

身体測定・胸部レ
ントゲン・血液検
査・血圧測定
心電図含む

8,400円

身体測定・血圧測
定・血液検査

自己負担額は　保
険者により異なり
ます。

大腸がん健診
前立腺がん健診
子宮ガン健診
肝炎ウイルス健診

各種健診

胃カメラ検査
血管年齢検査
骨年齢検査
肺年齢検査

予防接種

破傷風
インフルエンザ
B型肝炎 など

那須塩原市委託事業

在宅総合ケアセンター

介護保険制度の対象者

【お困りのことがございましたら、いつでもご相談ください。】
居宅介護支援事業所長　奥田

那須塩原クリニック

健康診断のご案内
居宅介護支援事業所
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診 療 科

総合内科

循環器科
（心臓外来）

消化器科
（内視鏡検査）

内分泌代謝科
（糖尿病）

呼吸器科
（呼吸器疾患）

腎臓内科
（腎不全・透析）

外  科

整形外科

泌尿器科

乳腺外来

ペインクリニック
（麻酔科）

リハビリテーション
心大血管疾患リハビリ

放射線科
（画像診断）

脳神経外科

小 児 科

月 火 水 木 金 土 備　　　　　考
午前 西岡・藤原・

武田・美濃口

添田 武志

藤原・添田・武田 五藤・武田

石井・添田・武田

西岡・藤原・武田 石井・添田

添田 武志

美濃口・武田

美濃口健治

野替 正二野替 正二

石井・武田五藤  勝也石井・武田

鈴木・岡部

大原 正志 鈴木・岡部大原（2・4）傅（1・3・5）
竹内 丙午

竹内 丙午 竹内・野替 竹内 丙午

竹原めぐみ 大澤 英之

山﨑　肇 山﨑　肇

西岡　 修 西岡 　修

鈴木 正徳 鈴木 正徳

藤原 隆一

杉本 英治

杉本 英治

西岡 　修 西岡 　修 西岡 　修

柿沼 宏幸 渡辺 啓介

龍宮 克尚龍宮 克尚龍宮 克尚龍宮 克尚※ 龍宮 克尚 龍宮 克尚

五藤 勝也

藤原 隆一 藤原 隆一 藤原 隆一 飯嶋 秀郎※

巷野 佳彦

大浦 慎祐 大浦 慎祐

森　 美鈴 片寄　友

大浦 慎祐大浦 慎祐

非常勤医師

非常勤医師

※倉持①③ ※非常勤医師

※田中 裕一
※田中 裕一

佐田 尚宏深瀬 耕二

中嶋　 剛

黒崎・美濃口 池野 義彦 阿久津郁夫
美濃口健治

中嶋 　剛

山口 哲彦 今村 直樹 今村 直樹那須 孝邦

藤本美津夫

藤本美津夫

田中 吾朗 髙橋 亜依 髙橋 亜依 髙橋 亜依 髙橋 亜依 髙橋 亜依

田中 吾朗 髙橋 亜依 髙橋 亜依 髙橋 亜依 髙橋 亜依 髙橋 亜依

鈴木・長崎

佐藤（和）※※
佐藤（隆）

鈴木・岡部

鈴木・岡部

非常勤医師※※

非常勤医師※※

西岡 　修 奥村 弘史

西岡　修

川嶋 章浩桐谷ゆり子 西岡・権 重好

午後

診療
内視鏡
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後

神経内科 高嶋良太郎

高嶋良太郎

渡邉 由佳

渡邉 由佳

午前
午後
午前
午後
午前
午後

皮 膚 科
午前
午後
午前
午後

午前
午後

午前
午後
午前
午後
午前
午後

歯　科
口腔外科

高橋・勝村 高橋・勝村 高橋 英俊 高橋・勝村 勝村 早恵 ※高橋①③⑤
・勝村
※高橋①③⑤
・勝村高橋・勝村 高橋・勝村 高橋 英俊 高橋・勝村 勝村 早恵

午前
午後
午前
午後

休診・代診の情報はホームページで確認できます！　http://www.hakuai.or.jp

外来診療担当医師表

※佐藤隆医師：那須赤十字病院、佐藤（和）月１回
※※第1土曜日：滝川哲也・第2：木村修：第3：三浦晋・
第4：正宗淳・第5：木暮高之

佐田医師：自治医大教授
深瀬医師・片寄医師：東北大
巷野医師・森医師：自治医大

川嶋章浩医師：国際医療福祉大塩谷病院
権医師・桐谷医師：獨協医大

【透析】毎週火・水・木曜：野替医師
【透析】第1・3金曜：宮田医師・第2・4金曜：吉村医師

※非常勤医師（第1・3木曜日）～詳細はお問い合わせ
下さい。
藤原医師の診療は予約制です。（電話予約可）

※田中医師：自治医大さいたま医療センター准教授
-毎月2回診療(診察日はお問い合わせ下さい)　
中嶋医師：自治医大

渡邉医師・高嶋医師：獨協医大

倉持医師：獨協医大
※整形外科外来担当表をご参照下さい。また詳細はお
問い合わせ下さい。

大内憲明医師：東北大学大学院腫瘍外科学分野教授
-毎月1回予約にて診察（診療日はお問合せ下さい）
竹原医師・大澤医師：自治医大（予約にて診療）

吉田謙一郎先生：獨協医大泌尿器科前主任教授（※
毎月第 3月曜午前）

柿沼医師・渡辺医師：獨協医大

杉本医師：自治医大教授
読影担当医師は週１回来院

※土曜日の高橋医師の診療は確認が必要です。

午前

午前
午後

午後

阿久津医師・池野医師：那須赤十字病院

・☆1…大原医師→毎週月曜日、消化器科・胃カメラ
・☆2…黒田医師→第１・３（午前・午後）木曜日
　　　　　　　　　第４（午後のみ）糖尿病・甲状腺
・☆3…飯嶋医師→第２・５木曜日　糖尿病・甲状腺
・☆4…第２土曜日乳腺外来医師の診療あります。

那須塩原
クリニック
・

健康増進
センター

訪問診療

河合　 寛
岩附 昭広

黒崎 史果
黒崎 史果

黒崎 史果

内・循 内・循・外・消 内・外 内・糖尿・外 内・循 内・外

黒崎 史果
黒崎 史果
黒崎 史果

黒崎 史果
黒崎 史果

黒崎 史果

河合　 寛
岩附 昭広

河合 　寛
大原正志☆1

河合 　寛

岩附 昭広
（古城　 徹）
黒田久元☆2

飯嶋秀郎☆3

岩附 昭広
古城 　徹
黒田久元☆2

飯嶋秀郎☆3

河合　 寛
古城 　徹

河合　 寛
古城　 徹

乳腺外来☆4
岩附 昭広

岩附 昭広

岩附 昭広

岩附 昭広

※当院は、24時間診療に対応しておりますので、急病の方はお気軽にご来院ください。

● 受付時間　月曜日～土曜日　7:30～12:00　13:15～17:00
● 診療時間　月曜日～土曜日　9:00～12:15　13:30～17:30

●受付時間
　 8：30～12：00
　13：30～17：00
●診療時間
　 9：00～13：00
　14：00～17：3024 年 1月 13日をも

ちまして夜間診療は
終了となりました。


